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事務局　植田武智

eportR
トラサンデ氏、環境ホルモン問題に警鐘
―環境ホルモンによる米国社会の損害は年間約37兆円と試算

環境ホルモン問題を警告する 
Sicker Fatter Poorer

　2019年1月に環境ホルモン問題を
全米に警告した、第二の『奪われし
未来』ともいわれる新著 Sicker Fatter 

Poorer（『病気が増える 肥満が増え
る 貧困が増える―内分泌かく乱
化学物質による私たちの健康と未来
への脅威に、私たちに何ができる
か』）が米国で出版されました（写
真1）。同書の著者であるレオナル
ド・トラサンデ氏（ニューヨーク大
学医学部教授）が2019年1月3日に
米国3大ネットワークのひとつである
CBSのニュース番組に出演しました
（写真2）。トラサンデ氏が指摘する
ヒトと社会に影響を及ぼす環境ホル
モン問題について要約してご紹介し
ます。

生殖毒性、神経毒性、 
代謝異常毒性

　トラサンデ氏はまず環境ホルモン
について「ホルモンとは、私たちの
体内でそれぞれの臓器や組織の間で
の情報伝達に使われる、体内で合
成される化学物質です。『環境ホル
モン』とは、体内に入るとホルモン
の正常な情報伝達の働きをかく乱す
る人工化学物質で、それがさまざま
な病気の原因となります。現在1000
種類を超える化学物質に環境ホル
モン作用があることがわかっていま
す」と説明しています。
　さらに、主な環境ホルモンとし
て、四つの化学物質を取り上げまし
た（写真3）。一つ目は有機リン系や
ピレスロイド系といった農薬に使わ
れる化学物質。二つ目は化粧品など
の家庭用品や、容器包装プラスチッ
クにも使われているフタル酸エステ
ル。三つ目はアルミ缶の内面塗装や
ある種のプラスチックの原料に使わ
れているビスフェノール Aとその他
のビスフェノール類。四つ目は家具
やマットレス、電気製品などの難燃
剤に使われているポリ臭化ジフェニ
ルエーテル（PBDE）などの有機臭
素系の化学物質です。
　また同氏は、環境ホルモンによる
三つの有害影響を指摘しています。
　一つ目が、これまでも指摘されて
きた男性の精子の減少や女性の妊
娠率の低下などを起こす生殖毒性。
二つ目が子どもの IQの低下や、注
意欠陥・多動性障害（ADHD）な

ど発達障害の原因となる神経毒性。
三つ目が肥満や糖尿病などに代表さ
れる体内の代謝の異常を起こす毒性。
　米国では人口の40％が肥満と診
断されていて、がん（Carcinoma）
を起こす化学物質を発がん物質
（carcinogen）と呼ぶように、肥満
（obese）を起こす化学物質を発肥満
物質（obesogen）と呼んでいます。
日本では米国と比べると肥満度は高
くありません。しかし、糖類や脂質
の代謝の異常による糖尿病や高脂
血症の患者は多く見られます。ま
た、心臓病や脳梗塞などの死に至る
病気の原因にもなる代謝の異常を引
き起こす環境ホルモンは日本でも大
きな問題です。
　キャスターからの「本当に化学物
質が肥満の原因になるのか？」とい
う質問にトラサンデ氏は、「もちろん
毎日の食事や運動が、肥満に大きな
影響を与えるのは当然ですが、環境
ホルモンは、体内のホルモンをかく
乱し、食事の栄養成分の正常な代
謝を妨げ、脂肪に変換しやすくしま
す。環境ホルモンを避けることは、
食事や運動に気を付けることと同様
に、肥満の防止に有効です」と答え
ています。

年間約37兆円もの 
社会的損失

　Sicker Fatter Poorerの中でトラサン
デ氏は環境ホルモンが社会へ及ぼ
す損害について指摘しています。ト
ラサンデ氏のチームは、動物を使っ

写真1
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た毒性試験や人の観察研究である
疫学調査の結果をもとに環境ホルモ
ン物質が原因と推定される健康影響
15種類（知能指数の低下や知的障
害、不妊などの男性の生殖機能障
害、肥満、糖尿病など）の治療の
ための医療費や、障害による生産性
の損失などのコストを計算しまし
た。その結果、米国では1年間に
GDPの2.33％にあたる3400憶ドル
（約37.4兆円）のコストが、EUでは
1年間にGDPの1.28％にあたる約
23.8兆円のコストがかかっていると
指摘しました。
　さまざまな健康影響の中で米国と
EU両方で一番コストが高かったの
が、子どもたちの脳の発達への影響
です。化学物質ばく露による知能指
数（IQ）の低下と知的障害によるコ
ストが、全体の8割以上を占めてい
ました。
　ただ原因となる化学物質は、両国
で異なり、米国では有機臭素系難燃
剤、EUでは有機リン系農薬でし
た。米国とEUの国民の体内汚染
度を調べた調査では、血液中の有
機臭素系難燃剤の濃度は米国の方
が EUより10倍高く、逆に尿中の有
機リン系農薬の量は EUの方が米
国より10倍高いという結果でした。

他人事ではない 
日本国内のばく露

　トラサンデ氏が著書内で指摘し
た、有機臭素系難燃剤は、家具の
ウレタンや、パソコンの筐体などの

プラスチック製品を燃えにくくする
ための難燃剤として広く使われてい
る化学物質で、これらの家具や家庭
用品から室内空気などを経由してば
く露しています。一方、有機リン系
農薬は現在でも多く使われているた
め、農薬が残留した食品を食べるこ
とによってばく露します。
　有機臭素系難燃剤や有機リン系
農薬は、日本でも使用されており、
私たち日本人は空気や食品からばく
露しています。環境省が2011年から

実施している「化学物質の人へのば
く露量モニタリング調査」では、血
液や尿から有機臭素系難燃剤や有
機リン系農薬が続けて検出されてい
ます。
　日本でも欧米の研究のように、環
境ホルモンなど化学物質による健康
影響のコストをぜひ計算してもらい
たいものです。これらのコストは裏
返せば、化学物質規制により得られ
る社会的利益となるからです。

写真2
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2019年11月24日開催
有害化学物質から子どもを守る国際市民セミナー

　来る2019年11月24日に開催の「有害化学物質から子ども
を守る国際市民セミナー」にレオナルド・トラサンデ氏が登
壇します。環境ホルモン問題を改めて社会に警告したトラサ
ンデ氏のご講演にご期待ください。
　またセミナーでは、『奪われし未来』の著者の一人ジョ

ン・ピーターソン・マイヤーズ氏に「日本で忘れ去られた
『環境ホルモン』世界では最重要課題に」と題してご講演
を、国立環境研究所の中山祥嗣氏に、近年エコチル調査な
どから明らかになった「子どもの発達への化学物質の影響」
についてご講演いただきます。お楽しみに。


